




























【要旨】本研究の目的は、2004 年 4 月から 2013 年 3 月までに刊行された恋愛に関する学
会誌論文を概観することで、現在の日本における心理学的恋愛研究の動向と課題を明らか
にすることである。検討対象となった 31 本すべてが質問紙法を採用しており、調査手法

















































2014 年 5 月から 6 月に、日本心理学諸学会連合に加盟している 50 学会（当時）より



























質問紙（通常） 21 （67.7%） 1 （3.2%）
質問紙（ペア調査） 6 （19.4%） 1 （3.2%）









象となった論文 31 本について、立脇ら（2005）が示した 4 つの方向をもとに分類を行った





内訳は、恋愛関係の影響に関する研究が 3 本、交際中の意識・感情に関する研究が 2 本、















方向 カテゴリー                               論文
内容の細分化(11) 恋愛関係の影響(3)                     髙坂(2009), 髙坂(2010a), 髙坂(2013a)
交際中の意識・感情(2)               金政(2006), 浅野(2011a)
自己呈示(2)                              谷口・大坊(2005), 谷口・大坊(2008)
その他(4)                                 清水・大坊(2007), 清水・大坊(2008), 岡島(2010), 
                                             浅野(2011b)
対象の時間的拡大(4) 恋人選択(1)                              阪井(2007)
関係崩壊・失恋(3)                     加藤(2005), 山下・坂田(2008), 浅野・堀毛・大坊(2010)
恋愛の捉え方の多様化(2)                                              宮村(2005), 相羽(2011)
恋愛関係の相対的理解(11) 他の対人関係との比較(10)           立脇(2005), 多川・吉田(2006), 松本(2007), 相馬・浦(2007), 
                                             立脇(2007), 金政(2009), 下田(2009), 髙坂(2010b), 
                                             浅野・吉田(2011), 金政(2012)
他の対人関係からの影響(1)         山内・伊藤(2008)
その他(3) 感情生起(1)                              榊原(2012)





















































































































































































































































































































































心理学演習」3 年次受講生 9 名が行ったものである。
川上真緒・岸川知正・小林　萌・田井愛美・成田莉菜・野口欣洋・宮下　葵・山川茉美・和地彩
香（50 音順）
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